
イラン和平期待で反落、約2ヵ月ぶりの安値
NY原油先物相場は、1バレル＝80ドル台中盤まで下落する展開となった。週前半はイスラエルとイラン

の間で攻撃の応酬が行われたことが警戒され、90ドル台前半で底堅く推移した。米国とイランの和平交

渉への影響も警戒され、改めて供給リスクを織り込む動きが優勢になった。米国とイランとの間でも攻

撃の応酬が行われ、トランプ米大統領は6月11日にイランに対する大規模攻撃に踏み切る可能性がある

と警告した。しかし、その後は一転して米国とイランの和平合意への期待を織り込む動きが優勢になり、

4月17日以来の安値を更新した。

米国とイランの和平合意期待が急速に高まった。トランプ米大統領は6月11日、イランに対する攻撃計

画の取りやめを発表すると同時に、和平合意の署名日時と場所を近く発表すると表明した。イランのア

ラグチ外相は、「これまでになく（合意の）成立に近づいている」と表明した。仲介役を務めるパキス

タンのシャリフ首相は、最終的な合意文書がまとまり、最終調整に入っていることを明らかにした。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月5日時点）は、原油が前週比723万バレル減、ガソ

リンが19万バレル増、石油精製品が20万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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イラン和平合意の織り込みだと軟調、80ドル割れも
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【展望】

イラン情勢に一喜一憂する不安定な地合が続いているが、米

国とイランの和平合意への期待が高まっている。このまま和

平合意が成立すれば、ホルムズ海峡の封鎖解除も実現し、供

給環境の改善期待が原油相場を押し下げる展開になろう。6

月12日時点では和平合意が実現するかは不透明感も残されて

いるが、ホルムズ海峡のタンカーの通航が再開されると、一

気に80ドル割れに向かう可能性もある。このままイラン和平

合意が成立するのか、成立後もそれを維持できるのかが、当

面の原油相場の焦点になる。

イラン和平合意が実現しても、原油需給が直ちに安定化する

わけではない。これまでの供給不足で発生した在庫の取り崩

しを穴埋めするためには多くの時間が求められる。このため

イラン戦争前の状態に戻るわけではないが、それでも和平合

意が実現すれば、急騰リスクの後退が原油安を促そう。

一方、改めてイスラエルとレバノンの軍事衝突が報告される

など、和平合意の成立・維持を阻む動きがみられると、90ド

ル台回復を試す可能性は残されている。安定的な値下がりを

促すためには、イスラエルやレバノンも含めた周辺国も和平

合意で足並みをそろえることが求められる。和平合意に対す

る期待感が著しく高まっているため、その期待が裏切られた

際には、急反発するリスクがある。

6月17日に国際エネルギー機関（IEA）月報が発表される。

需要見通しをさらに引き下げる動きがみられると、上値を圧

迫されやすくなる。一方、世界の石油在庫の急速な減少が報

告されると、買いが膨らみやすくなる。イラン和平合意の有

無の方が重視される見通しだが、イベントリスクとして注意

が必要だ。
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